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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

蔵王町まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

宮城県刈田郡蔵王町 

 

３ 地域再生計画の区域 

宮城県刈田郡蔵王町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本町の人口は、1958年の 17,141人をピークに減少傾向にあり、住民基本台帳に

よると、2022 年で 11,490 人となっている。また、国立社会保障・人口問題研究所

の推計によると、2040年の人口は 9,062人になると見込まれている。 

年齢３区分別の人口動態をみると、年少人口（14歳以下）は 1955年の 6,402人

をピークに減少し、2022年には 1,172人となる一方、老年人口（65 歳以上）は 1955

年の 934 人から 2022 年には 4,457 人と増加の一途をたどっており、少子高齢化が

急速に進行している。また、生産年齢人口（15～64 歳）も 1955 年の 9,274 人をピ

ークに減少傾向にあり、2022年には 5,861人となっている。 

自然動態をみると、出生数は 1961年の 303人をピークに減少し、2020年には 58

人となっている。その一方で、死亡数は 1981 年の 95 人から 2020 年には 189 人と

増加の一途をたどっており、出生数から死亡数を差し引いた自然増減は▲131 人（自

然減）となっている。また、合計特殊出生率は 2015年の 1.53から 2021年には 1.00

と下降し、全国平均と比較すると▲0.30、県平均と比較すると▲0.15となっている。 

社会動態は、1966年には転入者（781人）が転出者（724 人）を上回る社会増（57

人）であった。しかし、本町の基幹産業である農業、観光業の衰退に伴い、雇用の

機会が減少したことで、町外への転出者が増加し、2020年には▲７人の社会減とな

っている。 
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人口減少がさらに進行した場合は、域内における生産・消費等の経済活動の縮小

による企業の廃業、町民所得・消費活動の減少等、町の経済の衰退が懸念される。 

また、地域の過疎化が進行することにより、地域住民や世代間での交流が希薄に

なり、地域コミュニティの維持が困難になることや、児童・生徒数の減少に伴う適

正な教育規模の維持が困難になることが懸念される。 

このほか、税収の減少に伴う安定的な行政サービスの提供にも影響を及ぼすこと

となる。 

これらの課題に対応するため、次の事項を基本目標として掲げ、地方創生を進め

る。 

 

基本目標１ 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働ける地域を創出する 

基本目標２ 蔵王町との繋がりを築き、蔵王町への新しい人の流れをつくる 

基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標４ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2024年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 
企業誘致・新規就農等による雇

用機会の創出数 
２人 累計20人 基本目標１ 

イ 年間転入者数 302人 330人 基本目標２ 

ウ 合計特殊出生率 1.00 1.20 基本目標３ 

エ 家庭用太陽光発電システム設置件数 累計210件 累計210件 基本目標４ 

エ 自主防災組織の組織率 87％ 96％ 基本目標４ 

エ 防災リーダー養成者数 累計100人 累計105人 基本目標４ 

エ 消防団員充足率 97％ 99％ 基本目標４ 

エ 交通指導隊員充足率 87％ 90％ 基本目標４ 

エ 防犯実働隊員充足率 86％ 90％ 基本目標４ 

エ 高齢者見守り協定締結事業所数 ７件 ７件 基本目標４ 
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５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

蔵王町まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働ける地域を創出する事業 

イ 蔵王町との繋がりを築き、蔵王町への新しい人の流れをつくる事業 

ウ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業 

エ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる事業 

② 事業の内容 

ア 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働ける地域を創出する事業 

本町の特性を活かした地域産業、観光産業について収益性を高め若者等

にとっても魅力のある仕事にしていくとともに、企業誘致や多様な働き方

の支援等を行い、だれもが働く場を確保し、安心して働ける環境を支援し

ていく事業 

【具体的な事業】 

 ・新規就農、創業支援事業 

 ・観光プロモーション事業  等 

 

イ 蔵王町とのつながりを築き、蔵王町への新しい人の流れをつくる事業 

町の魅力を活かした移住・定住の選択肢を増やしていくことで、本町で

働きたい、子どもを育てたい、豊かな老後を過ごしたいという様々なニー

ズの掘り起し、町への移住・定住を推進する。さらに、人口減少下でも地域

の活力を高めていくため、本町に関わりたいという様々な人とのネットワ

ークを築き、経済や人の流れを作る事業 

【具体的な事業】 
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・定住促進事業 

・友好都市間交流事業  等 

 

ウ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業 

安心して子どもを育てられるように、結婚・出産・子育てについて一貫

した切れ目ない支援を行う事業 

子育て家庭への支援のほか、仕事と子育ての両立を支援していくことで

子育ての希望を叶える地域を構築していくとともに、未来を担う子どもた

ちが、ふるさとに誇りを持ち、いきいきと生活できる環境の整備に取り組

む事業 

【具体的な事業】 

 ・幼稚園・こども園の給食無償化等による子育て世帯の経済支援 

・婚活支援事業 

 ・認定こども園整備事業  等 

 

エ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる事業 

人口減が進む本町においても町民や移住者が安心して暮らせる地域社会

を構築するため、本町に住み続けたいという「快適な住環境」と本町に住み

続けられるという「安全・安心の確保」の２つの柱を戦略的に進めるための

事業 

【具体的な事業】 

 ・まちづくり交付金による住民活動活性化 

 ・公共交通の維持確保 

 ・自主防災組織の強化  等 

    ※１ なお、詳細は第２期蔵王町まち・ひと・しごと創生総合戦略

のとおり。 

※２ ただし、地域再生計画「スノーバレーボールをキーワードと

した地方創生事業」の５－２の⑥に掲げる事業実施期間中は、

同②に掲げる事業を除く。 
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③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

150,000千円（2022年度～2024年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度５月頃に、本町職員による「蔵王町まち・ひと・しごと創生推進

本部会議」及び外部有識者による「蔵王町企画審議会」において実績と効

果について検証を行う。 

検証結果については本町のホームページで公表する。 

⑥ 事業実施期間 

地域再生計画の認定の日から 2025年３月 31日まで 

 

６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から 2025年３月 31日まで 


